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◆記事内容◆

 この情報誌は、共同募金の助成を受けて発行されています。

町民のみなさん、「安心」をありがとう！



きしたん母ちゃん弁当グループ 岸良地域支えあい委員会（きしらんともの様子）

　「共同募金」→「はネット」→　「肝付町」で

赤い羽根共同募金は、地域福祉に取り組むあなたのまちづくりを支援します。
○共同募金助成に関するお問い合わせ先：肝付町共同募金委員会　事務局 ( 肝付町社会福祉協議会内・68-8188)

共同募金ネット寄付

　肝付町共同募金委員会では、「じぶんの町をよくする仕組み」のスローガンのもと、令和４年度に肝付町内
で集められた『赤い羽根共同募金』を福祉または福祉に関する分野で、住みよい地域づくりにつながるような
活動を行っている団体やボランティアグループに配分することで肝付町の福祉活動を応援しています。

○令和５年度助成金事業報告○
（令和４年度募金による助成金事業）

 令和 4 年度　赤い羽根共同募金助成金配分団体（活動報告）

事　業　名 事業種別 事　業　名 事業種別
岸良地域支えあい委員会 地域福祉事業 国見地域づくり協議会

地域づくり事業高山小学校

特別支援学級

宮富祭り実行委員会
国見小学校 ( ひまわり ) きしたん母ちゃん弁当グループ
国見小学校 ( たんぽぽ ) 町老人クラブ連合会 福祉団体育成事業

内之浦小学校 宮富地区公民館
異年齢交流事業エコーせせらぎ ボランティア団体 後田地区公民館

富山サロン 高齢者いきいきサロン 波野地区公民館

助成金配分団体 （事業対象）

肝付町共同募金委員会からお知らせ肝付町共同募金委員会からお知らせ

県共募配分 ６５７，１９６円 大規模災害等の助成金・各福祉施設・各福祉団体

団体等配分 ３７０，０００円 14 団体（下表）

地域配分 １，８１６，２８９円 安心巡回車事業・ボランティア育成事業・地域福祉事業等

令和４年度配分金（総額） ２，８４３，４８５円

・住民の参加と協力による活動で、行政に依存しない活動。
・住民福祉の向上に寄与し、募金された方に理解してもらえるもの。
・事業ごとに区分がはっきりしており、助成金の使途が明確なもの。
　※一つの団体において複数の事業を申請することも可能です。

　共同募金は、各地域に存在する生活課題や地域課題を解決するための活動の財源として位置づけられています。
　この運動の目的を達成するために、地域住民やさまざまな団体などが参画することにより、住民や地域の団体の
意思を反映することができる、住民参加型の運動をめざしています。

ます
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　県民の皆様が健康で安全な生活をおくっていただくために、日本赤十字社鹿児島県支部では下記講習
会を開催しています。これらの講習会で身につけた知識と技術は、非常時や日常生活だけでなくボランティ
ア活動などにも役立ちます。日程及び各種講習の内容につきましては県支部ホームページ（ 「日本
赤十字社鹿児島県支部」 ページ下方「講習会・セミナーに参加したい」）等でご確認ください。

赤十字講習会のご案内

　また、10人以上のグループ（受講者）を対象に赤十字講習会指導員派遣もおこなっています。
上記ホームページで詳細をご確認の上、派遣希望日の２ヶ月以上前に（原則）お問い合わせください。
日本赤十字社鹿児島県支部
【講習受付】099-256-2099【代表電話】099-252-0600　受付時間　平日9:00 ～ 17:00
※申込用紙は日本赤十字社肝付町分区（肝付町社会福祉協議会内）にも準備しています。
　電話・68-8188

○救急法　○水上安全法　○幼児安全法　○健康生活支援講習

日本赤十字社肝付町分区からお知らせ日本赤十字社肝付町分区からお知らせ

　日本赤十字社会員増強運動月間（５月）へのご協力ありがとうございます。引き続き、寄付金等につ
いても受け付けておりますのでよろしくお願いします。
　日本赤十字社は、会員から寄せられた会費・寄付金を財源に、支援物資の備蓄、救護班の訓練・組
織化をおこない、災害等が起こった際に備えています。肝付町分区でも台風・水害などの被災者に救援
物資の配布や訓練、実演などの啓発活動による防災意識の向上に務めています。

日本赤十字社肝付町分区　令和４年度活動報告

令和４年度実績

炊き出し　訓練実績
・非常炊き出し訓練２回   ・肝付町赤十字奉仕団による炊き出し実演１回

赤十字講習会　活動実績
　・救急法15件　　・水上安全法１件　　・幼児安全法４件

・被災件数 2件〈毛布２枚・日用品類２セット・タオルケット２枚・ブルーシート２枚〉
災害支援物資　配布実績

令和５年度より新規個人会員へ防災グッズをお届けします

◎新規で個人会費 2,000 円以上納入された会員。
　 　過去に、2,000 円以上納入された方は、対象とは
なりませんのでご了承ください。
◎ 会費については、肝付町社会福祉協議会本所または
内之浦事業所で受け付けております。

　（本　　　　所）電話：68-8188　ＦＡＸ：68-8187
　（内之浦事業所）電話：31-6333　ＦＡＸ：31-6332

◎ 巾着に飲料や食料などを入れるスペースは十分にありますので、ご自身の環境に合わせた物もセット
できます。いざという時の備えにおすすめです。

【内容品　8点セット】
巾着、ホイッスル、ブランケット、レインポンチョ、
マスク、スリッパ、携帯トイレ、タオル

対象となる会員
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　『児童・生徒のふれあいボランティア事業』（※）で、内之浦小学校の児童57名に肝付町内で初となる「ボ
ランティア認定証」が校長先生から手渡されました。内之浦小学校では、ボランティアの大切さに気づき、
生活に活かしていけることをねらいとして朝の始業前にボランティア活動に取り組んでいます。今回認定
証を交付された児童は、活動カード10ポイント達成者です。児童からは、「ボランティアをして、きれい
になった学校を見ると、気持ちがすっきりした」「学校だけでなく、学校の周りもきれいにしていきたい」「ボ
ランティアに取り組んで、ごみに気
づけるようになった」など、ボランティ
ア活動への感想が多く寄せられまし
た。次の20ポイント達成に向けて頑
張ってください。

ボランティア活動についてボランティア活動について

内 之 浦 小 学 校 の 児 童 へ 「 ボ ラ ン テ ィ ア 認 定 証 」 を 交 付内 之 浦 小 学 校 の 児 童 へ 「 ボ ラ ン テ ィ ア 認 定 証 」 を 交 付

（※） 『児童・生徒のふれあいボランティア事業』とは、次代を担う子ども達のボランティアに取り組むきっ
かけづくりと定着を図るため、ボランティア活動の実績に応じたポイント制度を導入し、その普及啓
発と活動を促進することにより、子ども達の社会福祉への理解と関心を高め福祉の心を育むことを
目的としたボランティア育成活動です。

。

◎ 活動カードは、肝付町社会福祉協議会本所・内之浦
事業所、各地区公民館に配置しております。

小学生用 中・高校生用

○活動認定証の種類○

サターンクラス（土星）：60 ～ 90 ポイント達成
鹿児島県社会福祉協議会「小さな親切運動」に申請

ジュピタークラス（木星）：50 ポイント達成
本会会長が交付

マ ー ズクラス（火星）：40 ポイント達成
ア ー スクラス（地球）：30 ポイント達成
ヴィーナスクラス（金星）：20 ポイント達成
マーキュリークラス（水星）：10 ポイント達成

学校長が交付

ギャラクシークラス（銀河系）：100 ポイント達成ギャラクシークラス（銀河系）：100 ポイント達成

収 集 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 支 援収 集 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 支 援

　町内の各小・中学校や高校、事業所などペットボトルキャップを含めた収集ボランティ
アに努めてくださっております。
　なお、本会ではペットボトルキャップのほか、プルタブや使用済み切手の収集も行っております。
ご協力をよろしくお願いいたします。

　今回は、約506人分のワクチン代金となりま
した。益金は、「世界の子どもにワクチンを日
本委員会（ＪＣＶ）」へ全額送金し、「国連児
童基金：ユニセフ(unicef)」に届けられます。
　ご協力、ありがとうございました。

ペットボトルキャップ益金
10,120 円
収集期間
令和 3年 1月～令和 5年 4月

高山中学校前生徒会長の古木　嵩士さんは、「生徒会
で一生懸命集めたこのキャップが、たくさんの人の役
に立てるとうれしいです。」と話されました。
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　令和 5年 4月15日、肝付町で「フライングディスク体験会」が開催され、フライング
ディスク協会から審判員 9名が肝付町福祉会館に来館されました。体験会は、障がいの有
無に関係なく児童・生徒および一般の参加者を募り、パラスポおおすみの方々を含め総勢
15名の方が参加されました。当日は、あいにくの天候不良だったので外で行うディスタンス競技（飛距
離を競う）は実施できませんでしたが、屋内でも実施できる競技「アキュラシー体験」や「ディスクゲッター」
（正確性を競う）を行いました。会館内は、掛け声や笑い声が飛び交いとても賑やかな雰囲気でした。

アキュラシー体験

ディスクゲッター

　審判員より、ディスクの持ち方・投げ方のご指導をいただきました。皆さん最初は　審判員より、ディスクの持ち方・投げ方のご指導をいただきました。皆さん最初は
投げ方が上手にできませんでしたが、少しずつコツも掴むようになりました。投げ方が上手にできませんでしたが、少しずつコツも掴むようになりました。
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令和５年度肝付町在宅福祉アドバイザー紹介
　在宅福祉アドバイザーとは、民生委員の方から推薦を受け、地域の高齢者の方を中心に声掛けや安否
確認など、地域で見守り支援ボランティアを行う方々です。在宅福祉アドバイザーの任期は、 民生委員と同
じ３年間ですが、中には1年度ごとに変わる振興会もあります。

【高山地区】
氏　名 振興会名 氏　名 振興会名 氏　名 振興会名

1 和　田　タキ子 西 仮 屋 27 永　野　美千代 寺 町 ヶ 丘 53 野　尻　昭　子 西 が 丘

2 中　濱　ヒデ子 一 ツ 松 28 山　口　つた江 中 町 54 桐　野　寛　子 西 が 丘

3 柳井谷　昭　郎 柳 井 谷 29 中　村　晴　代 中 麓 55 長　濵　久美子 上之馬場3区

4 中　島　淳　子 波 見 下 30 森　田　順　子 西 麓 56 永　野　かず子 論 地

5 坂　口　千津子 荒 瀬 31 谷　口　徳　子 新 町 57 中　窪　悦　子 論 地

6 東　　　ヨシ子 平 後 園 32 東　膳　とみえ 長 珠 庵 58 皆　元　ゆみ子 岩 崎

7 内之倉　百合江 上 原 33 前　野　さとみ 中 村 園 59 松　田　ツルエ 岩 崎

8 篠　﨑　美津子 塚 崎 34 森　　　千鶴子 下 永 山 60 見　寄　伊勢子 稲 村

9 有　留　秀　子 花 牟 礼 35 安　藤　孝　子 神 之 市 61 柿　園　信　子 宮 下 川 南

10 山　内　敦　子 花 牟 礼 36 中　園　正　子 下 住 上 62 栫　　　優　子 宮 下 川 南

11 栫　井　和　子 津 曲 37 大　江　典　光 三 反 63 末　次　すみ子 宮 下 川 北

12 内　倉　恵利加 水 窪 38 木佐貫　一　子 下 住 下 64 奥　　　道　子 富 山

13 渡　口　サツ子 池 之 園 39 福　岡　文　子 下 住 下 65 有　村　サダ子 富 山

14 富　永　かず江 池 之 園 40 月　精　勝　子 福 留 町 66 豊　重　キヨ子 富 山

15 石　原　淳　子 下 之 門 41 中　村　星　美 福 留 町 67 末　廣　真志子 富 山

16 釘　田　チナ子 東 横 間 42 別府込　 サヨ子 新 生 町 68 松　元　和　枝 谷 山 迫

17 相　星　順　子 東 横 間 43 鳥　越　義　信 西 之 宮 69 戸　柱　百合子 協 和

18 新　川　真理子 西 横 間 44 近　藤　津代志 栄 町 70 松　元　德　子 白 坂

19 今　村　タ　マ 東 迫 45 山　下　正　敏 赤 池 71 木　村　恵智子 中 原

20 迫　　　カヤ子 東 迫 46 大　田　初　美 下 西 方 72 永　山　直　子 染 木

21 森　　　朋　子 西 丸 岡 47 市　坪　美和子 上 西 方 73 福　元　安　子 後田西山下

22 飯　田　孝　子 小 牧 48 大　平　知惠子 旭 が 丘 74 新　村　ソエ子 本 城 下

23 有　留　美保子 本 町 49 中　村　良　子 上之馬場１区 75 竹　山　正　子 本 城 上

24 立　石　みす子 本 町 50 小　川　純　孝 上之馬場２区 76 上片野　フミヱ 片 野

25 大　窪　　　恵 博 労 町 51 久　保　孝　子 上 之 原

26 大　野　好　子 八 幡 馬 場 52 前　田　京　子 上 之 原

【内之浦地区】
氏　名 振興会名 氏　名 振興会名 氏　名 振興会名

77 小　串　敏　行 小 串 82 中　原　つや子 大 平 見 87 竹　中　ひとみ 東

78 愛　甲　隆　一 樫 脇 83 牧　谷　弘　子 侍 金 88 中　野　ヒサヨ 上 西

79 井　手　りえ子 天 神 84 前　田　美穗子 小 田 89 本　田　千代子 浜

80 江　夏　 輝　代 枦 木 85 本　橋　仁　子 上 建 90 吉　永　ミツ子 浜

81 西　森　あつ子 馬 込 86 永　野　みよ子 上 向
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お正月行事お正月行事
新しい年のスタート。風船にて
羽根つきを楽しみました。

◆養護老人ホーム国見園
　〒893-1207　鹿児島県肝属郡肝付町新富 4585 番地 2　　ＴＥＬ：0994-65-2302　ＦＡⅩ：0994-65-1560

スタッフ募集については、直接お問い合わせください。【担当：中村（浩）】

ひな祭りひな祭り
お内裏様とお雛様、五人囃子になりました。着物姿がとても
似合っており、記念撮影。凛とした表情で、はい、チ～ズ。
いつまでも元気にお過ごしください。

畑作業畑作業
園内の畑で野菜の手入れ。収穫を楽しみにしているようです。

節分節分
豆まきをして邪気を払いました。
みなさまが今年も「幸せ」に過ご
せますように。

県下一周駅伝県下一周駅伝
選手応援隊が駆けつけ、
みなさんで応援。援。
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　社会福祉協議会 (社協 ) は、社会福祉法で唯一『地域の福祉』を推進する社会福祉法人と位置づ
けられており、それを実現するための各種福祉事業や、在宅介護を支
える公益性の高い介護サービスを実施しています。
　高齢者や障がい者の方々はもちろん、町民のだれもが明るく安心し
て暮らせる元気な福祉のまちづくりのために、住民・企業・事業所・
団体によって組織される団体です。

会員の種類 対　　象 会費（年額一口）

一般会員 町内各世帯 500円

特別会員 特に社協事業に賛同いただける町内の
保健、医療、福祉団体、企業、事務所、
町内外の個人

1,000 円団体会員

個人会員

※ 一般会費については 4月に各振興会長・班長さん方のご協力をいただき、各世帯にお願いしてお
ります。

　上記の事業については、今では民間事業所も増えそのニーズも満たされつつあり、また新規事業
所の開設など多様な形での充足が見込まれることから、本会としましては地域福祉の中核機関とし
ての役割に鑑み、あらたな事業を検討する時期を迎えているものと考え、令和５年３
月末日をもちまして両事業所を廃止いたしました。
　これまでご利用いただきましたご利用者様やそのご家族様、ご支援いただきました
多くの方々に、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

【肝付町社会福祉協議会からお知らせ】【肝付町社会福祉協議会からお知らせ】

　平成４年 10月に旧高山町からの委託を受けて以来、30有余年在宅福祉の一翼を担ってまいりま　平成４年 10月に旧高山町からの委託を受けて以来、30有余年在宅福祉の一翼を担ってまいりま
した。この間、平成 12年の国の介護保険制度創設に伴い介護保険事業所に移行、平成 17年の市町した。この間、平成 12年の国の介護保険制度創設に伴い介護保険事業所に移行、平成 17年の市町
村合併を経て、肝付町社会福祉協議会として事業を継承、平成 30年４月には地域密着型サービス村合併を経て、肝付町社会福祉協議会として事業を継承、平成 30年４月には地域密着型サービス
事業所として、地域の皆様にご愛顧いただきながら事業を展開してまいりました。事業所として、地域の皆様にご愛顧いただきながら事業を展開してまいりました。

デイサービスセンター国見園

　“いつまでも住み慣れた地域で暮らしたい ”そんな思いを叶えられるよう、ご利用者様そしてご家
族様のご意向を第一に、関係機関と連携を図りながら介護保険サービスの利用調整等に携わらせて
いただきました。

居宅介護支援高山事業所

　これからも町民の皆様をはじめ、本町の地域福祉への取り組みにご尽力くださる皆様とともに、　これからも町民の皆様をはじめ、本町の地域福祉への取り組みにご尽力くださる皆様とともに、
地域に歩み寄りながらより一層地域のつながりを大切に事業の展開を図りたいと思っております。地域に歩み寄りながらより一層地域のつながりを大切に事業の展開を図りたいと思っております。
　今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。　今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。

　肝付町地域包括支援センター内において「結いの家」の活動に取り組んでおります生活支援コー
ディネーターは、４月よりその拠点を肝付町社会福祉協議会本所（肝付町福祉会館）に移しました。

肝付町地域ネットワーク構築事業
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